
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研究』85巻 4輯 （2012年）パ 不 ル

　

個

別
報
告
の

後
、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

小
島
伸
之
氏
（
上
越
教
育

大
学
∀

よ

り

様
々

な

角
度
か
ら
コ

メ

ン

ト

を

頂
い

た
。

多
岐
に

亘
っ

た
論

点
の

中

で
、

環
境
倫

理
に

関
す
る

東
洋
・

西
洋
と
い

う
コ

ン

テ

ク

ス

ト
の

差

異
を

ど

う

考
え
る
か
、

科
学
技
術
・

文
明
に

対
す
る

評
価
の

差

異、

等
と
い

う

思
想
的
な
検

討
課
題
と
、

各
宗
教
運

動
毎
の

環
境
活

動
の

特
徴
の

類
型

的

把
握

（

付
加
型
・

転
換
型）
、

環
境

倫
理
の

啓
発
対
象
の

射

程
に

よ

る

類

型
的
把
握
（
本
部
型
・

会
員
型
・

社
会
型
）

等
と

い

う
運
動
論
的
な
検

討

課
題
に

関
す
る

コ

メ

ン

ト
は
、

本
パ

ネ
ル

に

と
っ

て、

と
り
わ
け
重
要
な

指
摘
だ

と

思
わ
れ
た

。

他
方、

フ

ロ

ア

か
ら

は
、

西
康

友
氏
（
中

央
学
術

研
究

所
）

、

西
山
茂
氏

（

東
洋
大

学
）

等
か
ら

、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

論
点

を

さ
ら
に
深

化
・

拡
張
さ
せ
る

指
摘
・

議

論
が

提
出
さ
れ、

個
別
発
表
で

は

報
告
さ
れ
な
か
っ

た

事
情
や

事
態
に

つ

い

て

も
議
論
が
展
開
し、

活
発

な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た

。

　

も
ち
ろ

ん
、

各
宗
教
・

現
代
人
の

環
境

倫
理
な
い

し
環
境
活
動
を
検
討

す
る

作
業
は

端
緒
に
着
い

た
ば

か
り
で

あ

り
、

本
パ

ネ
ル

も、

い

く
つ

か

の

重
要
な
課
題
を

積
み
残
す
形
で

閉
じ
ざ
る

を
得
な
か

っ

た

が、

今
後
の

研
究
課
題
を
明
確
に
し
た

点
に

お
い

て

非

常
に

有
益
な

セ

ッ

シ

ョ

ン

で

あ

っ

た

と

思
わ

れ
る

。

　

な
お
、

最
後
に

な
る

が
、

本
パ

ネ
ル

の

コ

メ

ン

テ

ー

タ
を

快
諾
し
て

下

さ
っ

て

い

た

故
望

月
哲
也

先
生

の

ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る

と

共
に
、

急
な

要
請
に

も

関
わ

ら

ず、

コ

メ

ン

テ

ー

タ
を
引
き
受
け
て

下
さ
っ

た

小
島
氏

に

改
め

て

感
謝
申
し
上

げ
た

い
。

新
し
い

近
代
日

本
仏
教
研
究
へ

　

　
　
　
　

自
他
認
識
・

国
民
国
家
・

社
会
参
加

代
表
者
・

司
会
　
オ
リ

オ
ン
・

ク

ラ

ウ

タ

ウ

　
　
　

　
　
　
コ

メ

ン

テ

ー

タ

島

薗

進

近
代
移
行
期
に

お
け
る

真
宗

　
　
　
　

護
法
論
を
中
心
に

岩

　
田

　
真

　
美

　

近

年、

近

代
日

本
仏
教
研
究
は
大
き
く
進
展
し
つ

つ

あ
る

。

し
か
し、

近
匿
か
ら
近

代
へ

の

移
行
期
に

お
け
る

仏
教
は

「

廃
仏
毀
釈
」

な
る

用
語

で

概
括
さ

れ

て

い

る

の

が
現
状
で

あ
り、

「

近
世

排
仏
論
↓
廃

仏
毀
釈
の

惹
起
↓
堕
落
し
た

僧
侶
の

覚
醒
」

と

い

う
近
世
仏
教
堕
落
論
的
な
図
式
は

未
だ
主
流
で

あ
る

。

本
報
告
で

は、

堕
落
し
た

僧
侶
の

覚
醒
の

過
程
と

し

て

描
か
れ
て

き
た

護
法
論
を
再
考
す
る

が、

幕
末
維
新
期
の

仏
教

界
に

お

い

て、

最
も
意
欲
的
に
護
法
運
動
を

展
開
し
た

の

は
真
宗
で

あ
っ

た

と

い

わ

れ
て
い

る
こ

と

か
ら、

真
宗
の

護
法
思
想
を
中
心
に

検
討
し
た
い
。

そ

し
て、

近
世
か
ら
近
代
へ

の

仏
教
思
想
の

展
開
な
ら
び

に

「

近
代
仏
教
」

の

始
原
を

考
え
る

こ

と

を

目
的
と

す
る

。

　

柏
原

祐
泉
は、

「

護
法
論
」

と
は

「

排
仏

論
」

へ

の

対
応
と

し
て

表
れ

た

も
の

と

指
摘
す
る
。

い

わ

ゆ
る

「

排
仏
論
」

と

は
仏
教
批
判
の

言
説
群

の

総

称
で

あ
る
が、

「

護
法
論
」

と
は

仏

教
批

判
に

対
し
て、

仏

教
側
が

自
己
の

正

当
性
を
主

張
し

た

も
の

と
い

わ

れ

て

き
た

。

し
か
し
、

一

旦
、

そ
の

よ

う
な
捉
え

方
を

離
れ

、

真
宗
に

お

け
る

「

護
法
」

と

は

何
で

あ
っ
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た

の

か
を

考
え

直
し

て

み

た
い

。

　

幕
末
維
新
期
に

『

斥
邪
漫
筆』

『

斥
邪
二

筆
］

『
寒
更

霰
語
』

な
ど、

多

く
の

護
法
論
を

著
し

た
超

然

2
七
九

二

…
一

八
六
八）

は、

西

本
願
寺

を

代
表
す
る

護
法
僧
の
一

人
で

あ
っ

た
。

し

か
し、

彼
が

護
法
意
識
に

目

覚
め
る

の

は
、

＝ ．
業
惑
乱
と
い

う
教

団
内
の

異
安
心
事

件
が

契
機
と
な
っ

た
と
い

わ
れ

る
。

つ

ま

り、

超

然
に

と

っ

て

「

護

法
」

と
は

、

内

外
の

危

機
か
ら

教
団
（

西
本
願
寺）

を

護
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

．、一
業
惑
乱
後
の

教

団
体
制
を
立
て

直
す
と
い

う
超

然
の

護
法
意
識
は、

幕
末
に

近
づ

く
に

従

い
、

排
仏
論
が

激
し
さ
を

増
す
中
で

仏
法
を

護
る

と
い

う
対
外
的
な
意
味

で

の

護
法
思
想
へ

と

展
開
し
て

い

っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

　

次
に
、

近
世
か

ら
近
代
へ

の

真
宗
教
学
の

展
開
と

護
法
思

想
と
の

関
係

に

つ

い

て

検
討
し

て

み

た

い
。

真
宗
の

近

代

教
学
の

基

本
理
念
と

な
る

「

真
俗
二

諦
」

思
想
が

形
成
さ
れ
る
の

は
、

近
世

後
期
で

あ

り
、

文
化
・

文
政
期
の

頃、

性
海

2

七
六

五

−
一

入

三

八
）

が

著
し
た

『

真
俗
二

諦

十
五

門
』

が、

そ
の

嚆
矢
で

は

な
い

か

と

い

わ
れ

て

い

る
。

福
聞

光
超

は
、

性
海
が
「

真
俗
二

諦
」

説
を

提
唱
し
た

理

由
に

つ

い

て
、

文
化
・

文

政

期
の

頃
に
は

国
学
者
の

排
仏
論
が

激
化
し、

仏

教
の

非
国
益
性
が
激
し

く
非
難
さ
れ
た

た

め、

真
宗
の

教
え

そ
の

も
の

が

国
益

性
を

有
す
る

こ

と

を．
不

す
こ

と

で
、

排
仏
論
に

対
抗
し

よ

う
と

し

た
と

指
摘
し

て

い

る
。

す

な

わ
ち、

福
間
説
を
踏
ま
え
る

と
、

真
宗
の

近
代
教
学
と

し

て

の

「

真
俗

二

諦
」

思
想
は
、

近
世
的
排
仏
論
に

対
抗
す
る

護
法
思
想
か

ら
生

じ
た

と

い

う
こ

と

に

な
る

。

　

続
い

て
、

幕
末

維
新
期
に

お

け
る

東
西
両
本
願
寺
の

護
法
運
動
に
つ

い

て

も
検
討
し
て

お
き
た
い

。

西
本
願
寺
の

僧
侶
養
成
機
関
で

あ
っ

た

学
林

で

は
、

明

治
元

年
（
一

八

六
八
）

に

外
学
科
を

新
設
し

、

そ
の

中
に

暦

学
・

国

学
・

儒
学
・

破
邪

学
な
ど
の

学
科
が

設
置
さ

れ
た
。

同

年、

東
本

願

寺
で

も
学
寮
の

分
寮
と

し

て
、

護
法
場
が

創
設
さ

れ
、

国
学
・

儒
学
・

天

学
・

洋
学
が
設

置
さ

れ
、

護
法
対
策
が

講
じ

ら
れ

た
。

や

が

て
、

護
法

場
で

学
ぶ

僧
侶
ら
が
教
団

改
革
を

唱
え
る

よ

う
に

な

る
。

彼
ら
は

キ

リ
ス

ト

教
や

西

洋
科
学
な
ど
を

学
ぶ

う
ち
に

、

そ
れ

ら
に

対

抗
し

て

い

く
た

め

に

は
、

ま

ず
自
己
の

在
り

方
（

封
建
的
な

教
団
体
制
な
ど

）

を

改
め

る

こ

と
が
必

要
だ
と

感
じ
る

よ

う
に

な
り

、

教
団
改
革
こ

そ

が
護
法
の

急
務
だ

と

考
え
る

よ
う
に

な
っ

た
。

か

く
し

て
、

護
法
場
の

僧
侶
た

ち
は
、

本
山

家
臣
ら
と

激
し
く

対
立
し
た
が
、

明
治
四

年
（

一

八

七
一
）

に

は

坊
官
制

が

廃
止
さ

れ
た

。

そ
し

て
、

石
川
舜
台
（
一

八

四

二

ー
一

九
三
一
）

な
ど

護
法
場
で

学
ん

だ

僧
侶
ら
が

本
山
宗
政
を

担
う
こ

と
と

な
っ

た
。

　

結
論
と
し
て、

従
来
は

排
仏
論
へ

の

対
応
と
し

て

の

護
法
論
の

側
面
ば

か

り
が

取
り
上

げ
ら
れ

て

き
た

が、

教
団
内
の

危
機
に

対
応
す
る

と
い

う

意
味
で

の

護
法
思

想
も
あ
っ

た

こ

と

を

指
摘
し
て

お

き
た
い

。

ま
た

真
宗

の

近
代
教
学
と
し
て

「

真
俗
二

諦
」

は

護
法
思
想
か

ら

生
じ
た

も
の

で

あ

り、

さ

ら

に

護
法
思

想
は

教
団
改
革
思

想
と

も
結
び

つ

い

て

い

る．、

真
宗

の

「

近

代
的
」

で

「

先
駆

的
」

な
性
格
（

教
団
形

成
な
ど
）

を

考
え
る

上

で

も、

幕
末
維
新
期
の

護
法
思
想
は

重

要
な

意
義
を
持
つ

と

い

え
よ

う
。
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